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本冊子に掲載されているコンテンツは、現在デジタル・ナレッジのWebサイトで公開しているコン
テンツをそのまま転載しております。
掲載開始時期と現在では内容に差が生じていることがありますことをあらかじめご了承ください。

INDEX

デジタル・ナレッジでは、導入いただいた企業（団体）様にご許可をいただき、Webサイト等でそ
の一部をご紹介しておりますが、ご好評をいただいておりますインタビューについてその一部を本冊
子にてご紹介いたします。
これからのeラーニング導入やバージョンアップのご検討にお役立ていただけましたら幸いです。

ジタル・ナレッジの製品・ソリューション・サービスは、
1995 年の創業より、1500 事例を超える導入事例があります。業種も実に様々です。デ

vol.1
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株式会社日立総合経営研修所 様  (インタビュー第 1 弾)
「世界最先端のコーポレートユニバーシティー」への挑戦 
～研修のペーパーレス化から学習ログ活用へ～

1961年の設立以来、多様な人材開発ニーズに応える研修を提供し、日立グループのグローバル成長を支えてきた日立総合経営研修所様。

今回、学習用タブレット端末レンタルサービスを利用して集合研修のペーパーレス化を実現されるなど、テクノロジーを使ったラーニング分野でも新しいチャレ

ンジを続けていらっしゃいます。インタビューではペーパーレス化の取り組みと共に、今注目されている「学習ログ」の活用を含めた今後の展望についてお聞き

しました。

(左 から順に)

主任
高嶋宏明 様

部長代理
石川豊臣 様

株式会社日立総合経営研修所
ラーニングテクノロジー部　

ラーニングテクノロジーグループ

－こちらの研修所では日々どのよう
な研修を実施されていますか？

－その集合研修にタブレットを導入
された目的をお聞かせください。

－具体的にはどのような取り組み
を？

日立製作所を始め日立グループ企
業を対象に、経営研修、ビジネスス
キル研修、語学研修などの幅広い研
修を実施しています。
ほとんどが集合研修で、年間約
16,000人が受講しています。

我々ラーニングテクノロジーグ
ループでは、研修をより良く、また、
これまでにない新しい研修スタイル
を生み出すためのラーニングテクノ
ロジー導入を推進しています。今回
は、「研修のペーパーレス化」「新し
い研修スタイルを確立するアプリの
選定」「学習ログの収集と活用」を
目的にタブレットを導入し、第一弾
の取り組みとしてペーパーレス化に
着手しました。

受講者1人につき1台のタブレッ
ト端末を配布し、研修の資料やテキ
ストを閲覧したり直接メモを書き込
めるようにしました。テキストやメ
モ書きは個別にクラウド上に保存さ

－受講者の反応はいかがですか？

－ペーパーレス化によってどのよう
な効果がありましたか？

－運用面でのメリットはありました
か？

－今後、他の研修にもペーパーレス
化を展開される予定ですか？

れ、受講後に職場のPCから各自閲
覧することができます。また、これ
までは紙で実施していた受講者アン
ケートもタブレットを使ってオンラ
イン上で回答ができるようにしまし
た。

ながると考えています。で、段々と
慣れて頂けるものと考えています。

受講者アンケートの集計・管理を
効率化できました。これまではアン
ケート結果を手入力で電子化してい
ましたが、工数がかかるためフリー
コメントまでは入力できていません
でした。そのため必要に応じてアン
ケート原紙を見返す必要がありまし
たが、原紙は保管場所が必要ですし
一定期間が過ぎると廃棄されてしま
います。アンケートのオンライン化
により、こうした問題を解決できま
した。

今回は試験的に一部の研修を対象
にタブレットを導入しましたが、今
年度中には弊社の研修所内で行う研
修すべてにタブレットを導入し、全
面的にペーパーレス化を実施する予
定です。日立グループでは「環境」
を経営上の重点項目のひとつに位置
づけ、事業活動による環境負荷の低
減を推進しています。弊社において
も、受講者の皆さまと一体となって

ほとんどの受講者が講義の中身に
集中しており、タブレット使用によ
る混乱は当初の懸念より少なかった
印象です。一部タブレットに不慣れ
な受講者に操作方法をご説明すると
いった場面もありましたが、今後タ
ブレットを使う研修が増えていく中
で、段々と慣れて頂けるものと考え
ています。

遠方から研修に参加する受講者も
多く、従来使用していた紙のテキス
トは荷物になるという声もありまし
た。ペーパーレス化でこういった煩
わしさが解消され、さらにデータ化
されたテキストを後で見返すことが
できて良いとの評価をもらっていま
す。今後は、より多くの研修に展開
されることで印刷代の削減効果が拡
大し、研修全体のコスト削減にもつ

株式会社日立総合経営研修所 様

研修<研修運営会社>



05

デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

－タブレット導入の目的のひとつに
「学習ログの収集と活用」を挙げら
れていますが、将来的には学習ログ
をどのように活用したいとお考えで
すか？

－時代と共に求められる研修のスタ
イルも変わってきています。設立
50年以上を経た御社が今、めざさ
れる研修の方向性を教えてください。

－最後に、日立総合経営研修所とし
て今後の抱負をお聞かせください。

ペーパーレス化を実現することで、
CO2排出量削減および地球温暖化防
止に貢献していきたいと考えていま
す。

タブレット利用やｅラーニングに
よって蓄積された受講者の「学習ロ
グ」を解析することで、研修をより
良く、また新しいものへ変えること
ができるのではないかと関心を持っ
ています。さらには学習だけに留ま
らず、タレントマネジメントへの活
用も可能ではないかと考えていま
す。リーダーをいかに育成するかと
いうのが日立グループ全体の最近の
課題ですが、そうした課題解決につ
ながるヒントが「学習ログ」にある
かもしれません。「学習ログ」を使っ
て何ができるか、まだまだ未知数で
はありますが、たくさんの事例を手
掛けられているデジタル・ナレッジ
さんの知見を活かし、具体的なアク
ションが取れるよう進めていけたら
と期待しています。

日立グループ企業の従業員は35
万人と非常に多く、すべてを集合研
修で対応することは不可能です。ま
た海外人員の増加に伴い、今後はe
ラーニングの需要が増えていくと予
想されますので、eラーニング研修
についてもその内容やコンテンツ数
を強化・拡充していきたいと考えて
います。

そして将来的には、“こちらから
研修を提供”するのではなく、“受
講者自らが自分で学ぶスタイル”を
作りたいと考えています。そのため
には、eラーニングを含むあらゆる
研修スタイル、豊富な講座やライブ
ラリなど、受講者が必要なものは何
でも揃っているという環境が求めら
れます。限られた時間で業務に直結
する成果が出せるよう、新しい学び
の仕組みを提供していくのが我々の
使命です。

弊社は「世界最先端のコーポレー
トユニバーシティーをめざす」を目
標に掲げ、前例のないことにも積極
的にチャレンジしていきたいという
思いを持っています。今回のペー
パーレス化への取り組みを皮切りに、
先鋭的な事例や新しい研修のスタイ
ルをどんどん作り、世界最先端をめ
ざしていきたいですね。

株式会社日立総合経営研修所 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/3970/
2015.07.10
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株式会社日立総合経営研修所 様  (インタビュー第 2 弾)
これからの時代を牽引するグローバルリーダー育成に 
『学習履歴×タレントマネジメント』をどう活用すべきか

同社のミッションである『グローバルリーダー育成』の新しい拠点として我孫子研修所の全面リニューアルを果たされた今、学習履歴の活用を含めたさらなる展

開を模索されています。 “日本初のコーポレートユニバーシティ”はどう進化していくのでしょうか。お話を伺いました。

研修<研修運営会社>

－我孫子研修所を全面リニューアル
された背景や目的についてお聞かせ
ください。

－リニューアルのポイントは？

－タブレットの全面導入とペーパー
レス化は今回のリニューアルのひと
つの核となる部分ですね。

我孫子研修所の歴史は古く、50
年以上前に遡ります。日立製作所の
2代目社長の倉田主税が人財育成の
重要性を提唱し、幹部から直接話を
聞ける場として当研修所を立ち上げ
ました。当時の新聞では“日本初の
重役学校”と大きく報道され、社内
でも大変ステータスのある場所だっ
たと聞いています。
50年という節目に、このような
歴史ある研修所を今回リニューアル
した目的は、我々が掲げる“世界で
活躍するグローバルリーダー育成”
のための象徴となる場所を作ること
にありました。研修の中身やツール
だけでなく、その箱となる建物自体
も一新し、海外を含めたグローバル

リーダーが集い研鑽するのにふさわ
しいラーニング環境の整備をめざし
ました。

グローバルリーダー養成所として
リーダーシップの実践につながる研
修の中身をブラッシュアップしてい
くということが前提としてあります
が、環境面では日立グループの一員
としての一体感やリーダーとしての
自覚を醸成するため、日立の歴史や
歩みを身近に感じ触れてもらえるよ
う配慮しました。例えば、リニュー
アル前の建屋では紙媒体の図書を配
置していた図書館がありましたが、
その図書館をリニューアルしたカ
フェスペース（カフェライブラリー）
において、日立の歴代リーダーの考
え方を伝承するツールとしてタブ

レットやサイネージを採用、先代の
役員たちの重要な手記や講話録など
を電子データや動画として収め、紙
をまったく置かないペーパーレスな
空間として再構築しました。

タブレットについては、我々が注
力するツールとしてかねてより試験
的に導入・運用を行ってきました
が、今回カフェライブラリー以外に
もすべての研修室に計２５０台のタ
ブレットを標準配置し、目標である
集合研修の全面ペーパーレス化を実
現しつつあります。

ペーパーレスなカフェライブラリー。日立の歴代の経営者の手記や
講話録、豊富な電子書籍が収められたタブレットが並ぶ。

株式会社日立総合経営研修所 様



07

デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

－タブレットを本格導入された印象
をお聞かせください。ご使用方法や
受講者の皆さんの反応はいかがで
しょうか？

－コスト削減という面では具体的に
見えてきた数字はありますか？

－「リーダーシップの特性とはどう
いうものか」という“ゴール”の方
を分析し、標準化しようということ
ですね。

－タブレットの全面導入の後には、
今後は受講履歴を蓄積してタレント
マネジメントへの活用をお考えです
が、どのような活用の仕方を想定さ
れていますか？
例えば、一人ひとりの受講者を分析
し個々にあった最適学習に生かす、
あるいは全体傾向を分析しカリキュ
ラムや研修計画に生かす、などが考
えられます。これらは一例ですが、
お考えの方向性は？

研修テキストの閲覧とメモ書きだ
けでなく、弊社独自のアプリを開発
し、受講後のアンケート入力のほか、
出席登録、講師の質問に対するリア
ルタイム投票、成果物の持ち帰り（ホ
ワイトボードを撮影してメールで送
付）と、その活用度は広がりを見せ
ています。従来の分厚いテキストに
比べてポータブル性が格段に向上し、
受講者からも好評です。

資料準備のための事務工数は考え
ず、単純に紙やファイルの削減と
いう意味で、15年度下期だけで約
300万円のコストカットが見込まれ
ています。今後は、研修全体のさら
なるコストカットから日立の環境ビ
ジョンに掲げているCO2排出量削
減および地球温暖化防止への貢献を
めざしていきたいですね。

対象となる研修の特性によって、
活用の仕方が変わります。我々が
もっとも重視する“リーダー育成”
においては、対象が選抜者で数も限
定されるので前者を想定しています。
リーダー選抜研修における個々の学

習履歴や特性を分析し、タレントマ
ネジメントに活用していければと考
えています。全体の底上げを図る研
修の受講者に対しては、後者を想定
しており、カリキュラムのブラッ
シュアップに活用したいです。ま
た、将来的には個々のリーダーシッ
プ――例えば、ある部署の一課長が
発揮しているリーダーシップはどう
いうものなのか――を分析して多様
な“リーダー像”を蓄積していくこ
とができればと考えています。

複数のリーダーが持つ様々な行動
特性と、リーダー候補者の個々の学
習履歴をマッチングさせ、何かしら
の相関が見つかれば研修にも生かす
ことができるのではないかと関心を
もっています。

－デジタル・ナレッジでは今、学習
履歴を使った大学の退学者予兆の研
究を進めていますが、そのなかでと
くに学生の“姿勢”に注目していま
す。授業に余裕をもって来るか、ぎ
りぎりに来るか、授業の資料を事前
に読んでいるかどうか、そういった
学習に取り組む“姿勢”こそが退学
予兆に影響しそうだということで研
究を進めているのですが、企業にお
いても、研修の結果だけでなく、研
修に取り組む姿勢になにか特徴や傾
向が見出せれば面白いかもしれませ
ん。
おっしゃる通り、いわゆる“主体
性”というのはリーダーシップを考
えるうえで欠かすことのできない特
性であり、ひろく評価すべきだと考
えます。どうすれば志を高く持てる
か、いかに主体性をもって自ら進ん

でリーダーとして事業を展開してい
けるか、我々もリーダー育成プログ
ラムの中に組み込みつつある重要な
テーマです。

来年度中には日立グループ全社的
にLMS（学習管理システム）を導
入し、集合研修、eラーニング学習
を含む国内外すべての情報を取得・
蓄積していきます。さらに、LRS
（Learning Record Store）、 タレン
トマネジメントを包括する新たな
HRIS（人事システム）も導入予定
です。リーダーをいかに育成するか
という日立グループ全体の課題に対
し、どのような情報や履歴を取得し
ていかにタレントマネジメントに活
用すべきか、今まさに模索している
状況です。

学習履歴に関する取り組みはま
だまだスタートしたばかりです
ので、どういった運用ができるの
か、LRS と HRIS (human resource 
information system)とのつなげ方
などを含め、今後デジタル・ナレッ
ジさんと一緒に検討していければと
考えております。

－今後の展望についてお聞かせくだ
さい。

－主体性やリーダーとして必要な特
性の測定・分析を行っていくと想定
した場合、取得するべき情報が自ず
と浮かび上がってきそうですね。

タブレット端末が標準装備された研修室

株式会社日立総合経営研修所 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/5892/
2016.02.01
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株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス 様
多業種のグループ企業を包括するオンライン研修を短期間で構築！
“Mac対応”と“価格競争力”が決定的な違いでした

映像の企画・制作から流通、映像制作の人材供給まで、 一貫したバリューチェーンを展開するイマジカ・ロボット ホールディングス様。

グループ全体のコンプライアンス教育強化に向け導入されたのが、eラーニング統合 ホスティングサービス【ナレッジデリ】でした。

導入から受講開始までわずか1週間と いうスピード導入の経緯やシステムの採用理由、導入後の効果等について担当者にお聞きしました。

研修 <映像業界>

－導入されたeラーニング研修の概
要を教えてください。

－eラーニングを導入された背景に
ついてお聞かせください。

グループ傘下の従業員向けコンプ
ライアンス研修をeラーニングで提
供しています。
全60ページにわたる内容を5～6
章に章立てし、仕事の途中でも受講
できるよう１章につき
約5分程度のコンテンツにまとめ
ました。
今回の研修は2012年10月下旬に
スタートし、全14社、2100名が受
講を完了しました。

2011年に上場し、上場企業とし
てコンプライアンスやリスク管理に
関する教育強化の必要性を感じてい
ました。
しかしながら、弊社の場合、業種
の異なる複数のグループ会社を擁し
ており、それぞれ場所も離れている
ことから、グループ全体での集合研
修の実施はなかなか難しい状況でし
た。
そのため、それぞれの職場にいな
がら効率的に共通研修を受講できる
eラーニングを導入することになり
ました。

－弊社のシステムを採用された理由
をお聞かせください。決め手は何
だったのでしょうか。
決定的な違いは、何といっても
OSを選ばない点です。弊社は業務
上Macを使用している従業員も多
く、OS環境を問わないeラーニン
グシステムが必須条件でした。他シ
ステムとの価格の競争力がありつつ、

Macもサポートしているシステムは
デジタル・ナレッジ社の『ナレッジ
デリ』だけでした。契約方法につい
ても、使用する数ヶ月のみのスポッ
ト契約が可能で非常にフレシキブル
でした。

10月中旬に導入して、1週間後
には受講開始というタイトなスケ
ジュールでした。
しかしながら、システムの操作自
体はとても簡単で、高いＩＴスキル
が無くても、
例えば総務系の従業員でも抵
抗なく使うことができました。
PowerPointで資料さえ作ってしま
えばeラーニングシステムへの掲載
はWeb上で簡単にできますし、章
立てもとても楽でした。
結果として、1週間で環境を整え
ることができました。

－導入までのプロセスはどのような
ものだったのでしょうか？

弊社は、「誠実な精神をもって映
像コミュニケーションにおける新た
な価値創造につとめ、
人々に楽しい驚きを与える“魔法
の工場”をめざす」ことをグループ
経営理念に掲げています。
研修コンテンツは、この経営理念
とコンプライアンス遵守の重要性を
紐付けた内容にしたい
という思いがあり、社内で作成い
たしました。

これまで社内で通信教育をする時
に進捗管理や受講の督促などが大変
だったので、今回も大変だろうなと
予想していましたが、実際にはメー
ルを使って一度に督促ができるなど
システムの機能面に助けられ、想定
していたより苦労はありませんでし
た。
期間内にすべて受講を完了させる
ことができ、グループ会社の担当者
ともども驚いたくらいです。

－コンテンツの作成は社内でされた
とのことですが？

－複数の会社におけるeラーニング
運用について、苦労はありませんで
したか？

－eラーニング研修を導入してなに
か予想外だった点はありましたか？

－実際に使用されたグループ会社の
皆様の反応はいかがですか？

ネットワーク環境が弱い会社にて
途中でスライドが止まってしまった
り、PCが古すぎて受講に必要なプ
ラグインがインストールできないと
いったケースがありました。
今後はインフラ整備やタブレット
端末貸出によるeラーニング研修受
講促進などについても検討していき
たいですね。

使いやすいと評判は上々で、「う
ちの会社でも別途使いたい」といっ
た問い合わせも数件ありました。
弊社グループは中途採用も多く、
集合研修では対応が難しいケースも
ありますので、入社時研修や社内で
の技術的な教育などにeラーニング
の需要がもっとあるのではないかと
いう気がしています。
費用の話をしてもとてもいい反応
でしたね。

株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス 様
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

－導入後なにか変わった点はありま
すか？
グループ内での情報共有のスピー
ドが、この１年で上がったという事
実があります。
グループ経営を円滑に行なうには
速やかな報告・連絡による情報共有
が必須であることを、従来からグ
ループ各社に周知徹底していたので
すが、これまでは、例えば何か問題
が起きた時など、自分たちで解決す
ることに一生懸命になるあまり、当
社への連絡に時間がかかってしまう
面が少なからずありました。今回、
eラーニングを用いて従業員一人ひ
とりに報告・連絡の重要性をダイレ
クトに周知したことで、現場レベル
にも意識が浸透してきているのでは
ないかと思います。でしたね。

－今後の展望をお聞かせください。
今後もコンプライアンス研修を継
続して実施します。今回の教材は
PowerPointでしたが、
動画を撮影してそのままWebに
掲載したり、PowerPointと動画を
組み合わせたりすることも
簡単にできるので、そうした機能
を活用して、よりわかりやすい研修
にしていきたいですね。
また、コンプライアンスだけでな
く、人事系の教育にも展開できたら
と考えています。アン
ケート集計や問合せの機能も付い
ているので、一方的に教えるだけで
終わらない、対話型の
研修が可能になるかもしれません。
とにかく、eラーニングにはまだま
だいろいろな可能性が
あると感じています。
我々はまだ“eラーニング1年生”、
今年で2年生になりますから、いろ
いろチャレンジしていきたいですね。

コンテンツ

社内作成されたオリジナルのコンプライア
ンス研修子

OS 環境を問わない eラーニングシステム
で、Mac 使用の従業員も完全サポート

株式会社イマジカ・ロボット ホールディングス 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/2449
2015.02.24
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協和発酵キリン株式会社 様
「集合研修」と「eラーニング」の
最適なブレンディングを目指して

高嶋宏明 様

協和発酵キリン株式会社
営業本部マーケティング部 製品研修グループ

グループ長

MR（医薬情報担当者）向けに集合研修とeラーニング研修を実施されている協和発酵キリン様。今回、eラーニング研修で使用する動画教材撮影のため、デジタ

ル・ナレッジのレンタルスタジオをご利用いただきました。

動画教材によるeラーニングへとシフトされた理由や教材作りにおける工夫、今後の展望をお聞きしました。

－担当されている研修の概要につい
てお聞かせください。
MR（医薬情報担当者）向けの教
育研修を担当しています。顧客に
よって必要とされる知識が異なりま
すので、それぞれに応じた新薬や最
新のエビデンスに関する研修などを
幅広く実施しています。内容によっ
て集合研修を実施したりeラーニン
グ研修を取り入れたりと、研修スタ
イルも変えています。

－なぜ動画でのeラーニングに切り
替えられたのでしょうか？
教育効果を高めるためです。変化
がないコンテンツはどうしても飽き
られてしまいますが、学習者の注意
を惹きつけることに成功すれば内容
が頭に入ってきます。学習者を飽き
させない工夫の一つとして、動きの
ある動画教材を取り入れました。

－eラーニング教材はどういったも
のを使われていますか？
以前はパワーポイントで作成した
ものを使っていましたが、今年から
動画教材を使ったeラーニングを本
格的にスタートさせました。動画教
材もすべて社内で作成しています。

－弊社の撮影スタジオを利用される
ことになったいきさつを教えてくだ
さい。
普段は社内の会議室で動画教材の
撮影をしていましたが、都合がつか
ず外部のスタジオを探していた際に
偶然デジタル・ナレッジさんのスタ
ジオを見つけました。一度見学させ
ていただき、内容もよく、条件も合
致したため利用することになりまし
た。

－ご利用に至った決め手は？
まずは立地ですね。スタッフが何
名か行きますので弊社から近いとこ
ろを探していました。秋葉原だと
20分もあれば行けます。それから、
料金面と納期までの時間がこちらの
条件に合致していました。総合的に
利用しやすい環境だったことが決め
手ですね。

－実際に弊社のスタジオを利用され
た感想をお聞かせください。使い勝
手などはいかがでしたか？
非常にこざっぱりとした、綺麗で
コンパクトなスタジオですね。ス
タッフの動きもきびきびされていて
無駄がない。別の外部スタジオも
使ったことがありますが、大きくて
設備もいろいろ揃ってはいますが、

大きいがためにセッティングに待ち
時間がある場合が多くて。その点、
デジタル・ナレッジさんのスタッフ
は現場慣れされていて、待ち時間も
無いようにしてくれて非常に良かっ
たです。小回りが利いて使いやす
かったですよ。

クロマキー（※１）を利用しました。
弊社で撮影するときはクロマキーが
できないので、外部スタジオでまと
めて録っておいたものを様々なコン
テンツに差し込み、見る方の興味関
心を惹きつけられるよう工夫してい
ます。

－弊社のスタジオではおもにどんな
設備を利用されましたか？

（※１）クロマキー…クロマキーもしくは、クロ
マキー合成は映像編集技術の一種で特定の色の成
分から、映像の一部を透明にしそこに別の映像を
合成する技術。デジタル・ナレッジのスタジオで
は緑色をバックに撮影し専用機材で背景の画像や
動画を合成します。

デジタル・ナレッジのレンタルスタジオ

協和発酵キリン株式会社 様

研修 <医薬品業界>
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

－学習者を飽きさせない工夫をいろ
いろとされているんですね。ほかに
はどんな配慮をされていますか？
初めて動画教材を作ったときは、
1人の講師が解説をするという一般
的なスタイルでした。その後、試行
錯誤を経て、2人の講師が「これに
ついてはどうですか？」「では、解
説します」などと掛け合いをするス
タイルに変更しました。一方的に
「ここは大事ですから覚えてくださ
い」と言われるよりも、「この単元
のポイントは？」「ここが重要です」
「はい、ここがポイントですよ！」と、
復唱したり確認したりすることに
よって理解度は大きく変わるんです。
そのほかにも、途中でワークを入
れて隣の人と意見交換をさせたり、
クイズや質問を投げかけ時間をあけ
て答え合わせをするなど、一方通行
型にならない、学習者に考えさせる
ような配慮をしています。最適な教
育効果を上げるため、インストラク
ショナルデザインに基づいてきちん
とコンテンツを設計・作成するよう
にしています。

－受講者の理解度や意見はどのよう
に取得・評価されていますか？
研修終了後、毎回受講者アンケー
トを実施しており、書かれたコメン
トはすべて目を通しています。講師
の掛け合い形式に変更してから「講
師が1人のときよりもわかり易くなっ
た」という声を頂いたこともありま
す。eラーニング研修をスタートし
た当初は不満も見られましたが、今
では集合研修と変わらないレベルの
評価（受講者の自己評価における
GIO(※２)達成率）を達成している
状況です。

－現在抱えていらっしゃる課題は？
教育の目的は“行動変容”ですが、

その評価をいかに取るかが今後の課
題です。どのようにすればMRの教
育のゴールである“行動変容”を取
れるのか、製薬会社は皆困っている
し興味がある分野ではないでしょう
か。

－教育・研修の分野で今後チャレン
ジしてみたいことはありますか？

－今後の展望をお聞かせください。

最近気になっているのは「ゲーミ
フィケーション」。動画教材やコン
テンツにゲーミフィケーションの要
素を取り入れてみたいと考えていま
す。今の若い人はマンガ世代だと言
われていますから、たとえばマンガ
を取り入れた動画や、動画とマンガ
をミックスさせたコンテンツなども
面白いかもしれません。

集合研修とeラーニング研修のブ
レンディングをしていきたいと考え
ています。いわゆる反転学習ですね。
集合研修もeラーニングもそれぞれ
長所がありますから、それぞれをミッ
クスさせ、弊社にとってちょうど良
い加減のブレンディングを見つけて
いければと考えています。

（※２）GIO…General Instructional Objectives
                          （一般目標）

クロマキー合成

お客様のニーズ
・  eラーニング研修に動画教材を取り入れて　　　　　　
　教育効果を上げたい。
・学習者を飽きさせないコンテンツを作りたい。

導入前の課題
・動画教材を撮影できるスタジオを探している。
・普段は社内で撮影をしていたが、都合により
　急遽外部のスタジオが必要となった。
・ スタジオの立地、料金、納期までの時間を重視。
・クロマキー合成を行いたい。

解決のための施策
・デジタル・ナレッジのレンタルスタジオを
　ご提供。

導入後の感想
・非常にこざっぱりとした、綺麗でコンパクトな 
 スタジオだった。

・社内ではできないクロマキーを利用。学習者の
 興味関心を惹きつけられるよう、様々なコンテ　
　ンツに差し込んで使用している。

・大きなスタジオにありがちなセッティングの待 
 ち時間がなく、小回りが利いて使い易かった。

・スタッフの動きもきびきびしていて
　無駄がない。

・立地や料金面の条件にも合致し、総合的に利用   
 しやすい環境。

今後の展開
・集合研修と eラーニング研修のブレンディング 
 をしていきたい。それぞれの長所をミックスさ
 せ、ちょうど良い加減のブレンディングを見つ  
 けていければと考えている。
・教育のゴールである “行動変容の評価 ”を
　いかに取るかが今後の課題。

協和発酵キリン株式会社 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/5864/
2016.01.29
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順天堂大学医学部附属浦安病院 様
「従業員が研修に参加できない」「従業員のニーズを把握したい」
約2,000名の研修の課題をクリアした“双方向的eラーニング

この度新しくeラーニングシステムを導入された順天堂大学医学部附属浦安病院様。その目的は、“時間と場所を限定しない受講環境の提供”、そして“従業員のニー

ズを把握するための双方向的な取り組み”にありました。アジア大学ランキングにおいて国内TOP20 に3年連続ランクイン（※1）されるなど国際的評価も高い

順天堂大学の医学部附属病院として、教育に力を入れる同院における最新の取り組みをインタビューしました。

石川豊臣 様

順天堂大学医学部付属浦安病院
職員課

順天堂大学医学部付属浦安病院
　職員課  係長

高嶋宏明 様

(左 から順に)

医療分野における知識や技能習得
を目的とした専門的な研修のほか、
病院の運営や管理、将来計画などに
関する情報を公開し共有するための
研修、社会人として身につけるべき
一般教養に関する研修など、じつに
多種多様な研修を実施しています。

－eラーニングに着目されたのはな
ぜですか？
eラーニング導入の最大の動機と
なったのは、個人のスマートフォン

（※1）イギリスの高等教育情報誌「タイムズ・
ハイヤー・エデュケーション(The Times Higher 
Education)」が発表した「アジア大学ランキング
2015」にて、順天堂大学は75位、国内大学では
14位となり、発表が開始された2013年から3年
連続して上位にランクインを果たした。アジア
TOP100にランクインする日本の大学の数が減少
するなか(2013年:22校、2014年:20校、2015年:19
校)、3年連続してランクインした私立大学は慶應
義塾大学、早稲田大学、そして順天堂大学のみ。
なお、このランキングは世界大学ランキングと同
じ評価基準に基づき①教育、②国際性、③産学連
携収入、④研究、⑤論文引用の5項目のポイント
によりランクづけされている。

－こちらの病院ではどのような研修
を実施されていますか？

－今回、eラーニングシステムを導
入されることになった背景について
お聞かせください。
当院は従業員数が多く勤務体制も
24時間体制で複雑多種のため、す
べての従業員が同じ場所に集まり研
修に参加することが難しい状況でし
た。研修に出席できなかった従業
員のために講演をビデオ撮影して
DVD化したものを貸出していまし
たが、従業員全員が一人一台のPC
を持っているわけではなく、個別受
講できる環境自体が整っていません
でした。そこで“個人個人がいつで
もどこでも受講できる環境”の構築
が急務となっていました。

もしくはタブレット端末でコンテン
ツを閲覧できるという点です。研修
に参加できなかった人が後日自分の
スマートフォンで好きなときにeラー
ニング上の講演を見ることができれ
ば、受講率を確実に上げることがで
きると考えました。

－弊社のeラーニングシステムを採
用された理由をお聞かせください。
数社のeラーニングシステムを
検討しましたが、当院のニーズを
カバーする製品は多額の費用が発
生する上、実際には不要な機能も
多く付与されており、なかなか導
入に踏み切れない状況でした。そ
んななか、デジタル・ナレッジの
『KnowledgeDeliver』は、当院のニー
ズに合わせたカスタマイズが可能で
刻々と変わる状況に応じて適切な環
境作りができること、サポート体制
が万全で長期にわたる利用を想定で
き、費用対効果が十分に認められる
ことが決め手となりました。

－機能面でとくに重視されたポイン
トは？
教材作成を円滑に行えないとユー
ザーの離脱につながります。そのた
め、eラーニングに適した教材作成
が可能かどうか、それから受講管理

－受講管理機能を重視されたのはな
ぜですか？
受講環境の提供だけに留まらず、
受講状況を分析することで職員の潜
在的なニーズを把握し、より効果的
な研修の提供へつなげたいという意
図があったからです。受講環境の提
供だけに留まらず、受講状況を分析
することで職員の潜在的なニーズを
把握し、より効果的な研修の提供へ
つなげたいという意図があったから
です。

のし易さをチェックさせていただき
ました。

順天堂大学医学部附属浦安病院 様

研修 <病院 >
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

お客様のニーズ
・  時間、場所を限定しない受講環境の構築。

導入前の課題
・従業員数が多く勤務体制も複雑多種のため、
　全従業員が集合研修に参加することが不可能で　
　あった。
• 研修に出席できなかった従業員向けに講演内
　容を収録したDVDを貸出しているが、一人一　
　台のPC環境がなく個別受講が困難だった。ま
　た、DVDが本当に視聴されたかどうか正確に
　把握できていなかった。
・ “個人個人がいつでもどこでも受講できる環境”
をシステムで実現し受講率向上を目指したい。
・受講環境の提供だけでなく、研修の受講状況を
　分析することで、従業員の潜在的なニーズを把
　握し、より効果的な研修の提供へつなげたい。

解決のための施策
・ eラーニング統合プラットフォーム
　「KnowledgeDeliver」を導入し、個人のスマー
　トフォン・タブレットでのコンテンツ閲覧が可
　能なオリジナルのeラーニング研修システムを
　構築。
・研修に参加できなかった従業員は後日自分のス
　マホで好きなときにeラーニング上の講演を見
　ることが可能。受講率向上に直結する体制作り
　を実現した。
・受講管理システムやアンケート機能により従
　業員ニーズの把握が可能に。研修の提供に留ま
　らず、受け手と意思疎通が可能な“双方向的な
　取り組み”へのシフトに成功。
・現在当院で使用している出席管理システムと受
　講管理システムの連携により、出席管理・受講
　管理がより正確に実施可能となった。
・従業員一人ひとりに直接情報伝達可能なシステ
　ムが整い、院内の情報共有のスピードアップ・
　深度強化につながった。

今後の展開
・本システムの普及と定着により、法令で定め
　られた重要な研修の受講率 100％を目指す。
・各セクションの情報発信にも積極的に活用し、
　多角的な視野で行動できる洗練された人材の
　育成に役立てたい。

どの職種の従業員がどの日時のど
の研修に多く参加したか、あるいは
少なかったか、少なかった場合はな
ぜその職種が出席できなかったのか
といった分析を行うことで、職種別
に参加しやすい曜日や時間を導き出
すことができるのではと考えていま
す。さらに、出席率の高い研修や講
演内容を分析することで、職種毎に
必要とされている研修のニーズを探
りたいと考えています。よりニーズ
の高い魅力的な講習を開催すること
ができれば、結果として受講率を上
げることにもつながります。
『KnowledgeDeliver』にはアンケー
ト機能も搭載されていますので、今
後は受講者アンケートも活用しなが
ら従業員のニーズを的確につかんで
いきたいと考えています。研修の提
供だけに留まらない、受け手と意思
疎通が可能な“双方向的な取り組み”
へシフトできたこともeラーニング
導入による大きなメリットです。

－受講状況や学習履歴の分析につい
ては、たとえばどのような情報を使っ
てどんな分析を行っていきたいとお
考えですか？

まずは、本システムの普及と定着
により、法令で定められた重要な研
修――「院内感染対策勉強会」や
「医療安全講習会」「個人情報保護講
演会」「リスクマネジメント講演会」
などの全従業員を対象としたもの―
―の受講率100％を目指します。

－本格的な運用スタートを前にどの
ような効果を見込まれていますか？

ｅラーニングの展開により、文字
だけでなく映像や音声を交えた情報

－順天堂大学医学部附属浦安病院に
おけるｅラーニングの位置付けや今
後の展望についてお聞かせください。

の共有が可能となり、発信者の意図
する情報伝達が出来やすくなると思
います。さらに、従業員一人ひとり
に直接情報伝達が可能なシステムが
整ったことで、院内の情報共有のス
ピードアップ・拡大強化にもつなが
りました。
今後は、医療現場で役に立つ知識
や技術、運営方針については勿論の
こと、各セクションの情報発信にも
積極的に活用し、従業員１人１人が
教える、もしくは教えられる立場で
あることを自覚し、多角的な視野で
行動できる洗練された人材の育成に
役立てたいと考えています。

－今後の課題やチャレンジしたい分
野などがあればぜひお聞かせくださ
い。
医療の世界には資格や技能認定に
ついて大変細かい規定が設けられて
おり、医師、看護師、医療従事者、
事務職員にいたるまで、保有する資
格によって行うことのできる処置や
業務が異なってきます。そのため、
誰がどんな資格を持っているか、ど
んな認定を受けているかを把握する
ことは大変重要な意味を持ちます。
当院でも、従業員の資格調査に関
する取り組みを強化しておりますが、
たとえば部署内では把握していても
他の部署には周知徹底されていない
ケースや、順天堂大学系列の病院間
での異動が多いためにリアルタイム
で情報を追いづらいという問題があ
ります。今後は各部署で管理してい
るデータを一元化して業務や教育に
活用する取り組みや、将来的には学
内各拠点での情報や学習履歴の共有
なども視野に入れていきたいですね。

順天堂大学医学部附属浦安病院 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/6076/
2016.02.03
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株式会社明光ネットワークジャパン 様
個別指導の明光義塾が“映像学習”導入で見据える、
未来教育の行方

全国に約2,200もの個別指導専門塾「明光義塾」を展開する明光ネットワークジャパン様。

2013年秋より、高校生を対象とした映像学習『MEIKO MUSE（メイコウミューズ）』を導入、大学受験のための指導体制をさらに盤石なものへと進化させています。

個別指導のパイオニアである同社が、映像学習を導入したワケとは？また、個別指導にかける思いとは？　早速お話をお聞きしました。

豊田 弘行  氏

株式会社明光ネットワークジャパン
明光義塾事業本部

新教材・学習企画室　

－まずは、新しく導入された映像学
習『MEIKO MUSE』の概要につい
てお聞かせください。

－今回、映像学習を導入されたのは
なぜですか？

高校生を対象とした、明光義塾オ
リジナルの映像学習です。「受験対
策」「受験基礎」「定期テスト対策」
の3コースから成り、全講座数は約
800に及びます（2014年6月現在）。
生徒は自分に合った最適な学習プラ
ンに沿って、好きなときにタブレッ
ト端末で受講することができます。
もちろん、明光義塾の講師による個
別授業と併用することも可能です。

－映像学習導入にあたり、弊社のe
ラーニングシステムを採用された理
由をお聞かせください。
独自システムをゼロから作ると時
間も経費もかかります。とはいえ、
既存システムだと弊社の使い方に
マッチしない。そのジレンマを解決
してくれたのがデジタル・ナレッジ
のシステムです。使い勝手や機能、
インターフェースに至るまで、細か
い要望にも応えていただき、明光義
塾ブランドの映像学習を完成させる
ことができました。

－実際に『MEIKO MUSE』を受講
した生徒の皆さんの反応はいかがで
すか？

大学受験のための指導体系を強化
させたかった、というのが主目的で
す。明光義塾では以前から優秀な講
師たちによる個別指導を行なってい
ましたが、志望校が身近にあり数も
限られる高校受験に比べ、生徒の志
望校が全国に散らばる大学受験にお
いては、教える側の力量が一層問わ
れます。全国のどこの教室でもレベ
ルの高い大学受験体系を整えるた
め、よりトータルなシステムが必要
でした。

－明光義塾の特色である“個別指導”
と双璧を成す、新たな軸が
『MEIKO MUSE』ということでしょ
うか。
いいえ、『MEIKO MUSE』もあく
までも個別指導の一環です。弊社サ
イトなどでは便宜上、「個別と映像」
という表現をしていますが、明光義
塾では、講師による授業も映像学習
もすべて“個別指導”という考え方
です。「個別指導による自立学習」
を教育理念に掲げる我々としては、
『MEIKO MUSE』は教材の一部であ
り、講師によるライブ授業と使い分
けることで、より学習効果が上がる
と考えています。

「受験に特化した内容で効率よく
勉強できた」「苦手な科目が一気に
伸びた」「憧れの志望校に合格でき
た」といった喜びの声をたくさん頂
いています。もともと明光義塾では
生徒に目標を明確にしてもらい、そ
れに向けて努力するという「未来教
育」を非常に重要視しています。目
標があれば自然とモチベーションが
あがりますしね。また成績が上がっ
た、点数が取れたという事も本人た
ちにとって非常にモチベーションが
上がること。目標を持つ→努力する
→結果が出る→更に目標も具体化さ
れモチベーションが上がる……とい
う好循環が生まれています。

－新しい映像学習は、各教室の運営
サイドではどのように受け止められ
ていますか？
導入後まだ1年足らずですが、導
入した教室では概ね「成績が上がっ
た」、「志望大学に合格した」などの
結果が出ており、好評です。「今回
MUSEを積極的に取り入れたらすご
く効果が出た」といった現場の声を
聞くと、我々も嬉しいですね。もっ
とも、そういった直接的な効果だけ

株式会社明光ネットワークジャパン 様

学習塾
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

お客様のニーズ
・ 大学受験のための指導体系を強化したい。

サービスの特長
・高校生を対象とした、明光義塾オリジナルの映
   像学習『MEIKO MUSE（メイコウミューズ）』   
    を導入。
・「受験対策」「受験基礎」「定期テスト対策」の
   3 コースから成り、全講座数は約 800。
　（2014 年 6月現在）。
・生徒は自分に合った最適な学習プランに沿っ
   て、好きなときにタブレット端末で受講可能。
   講師による個別授業との併用も可能で、より効
    果的な大学受験指導体系を実現。

生徒のみなさんの反応
・「受験に特化した内容で効率よく勉強できた」
 「苦手な科目が一気に伸びた」「憧れの志望校に
   合格できた」といった喜びの声をたくさん頂い
    ている。

導入後の成果
・導入した教室では「成績が上がった」
　「志望大     学に合格した」などの結果が
　出ており、概ね好評。
・講師のやる気向上にもつながっている。

でなく、たとえば100分の映像学習
を生徒が集中して見られたというだ
けでも、成長が感じられて教える側
としては大変嬉しいものなんです。
そういった意味では、講師のやる気
向上にもつながっているのではない
でしょうか。

今や映像授業は珍しいものではあ
りませんし、最近では自宅で見られ
るタイプや料金的にもかなり安価な
ものも増えています。しかしながら、
我々が大事にしたいのは、あくまで
も人ありきの教育。ただ一人で映像
を見て帰るのではなく、そこに教室
長や講師が関わって「今日の授業ど
うだった？」「受験勉強は順調？」
といったやり取りを大切にしていま
す。そうすることで生徒は塾に通う
のが楽しくなりますし、生徒のやる
気を高め、学習進捗の確認にもつな
がるからです。

－映像授業をメインに打ち出してい
る学習塾もありますが、他の映像授
業にはない、『MEIKO MUSE』の特
長や強みとは何でしょうか。

－今後の展望をお聞かせください。
2015年夏に『MEIKO MUSE』導
入1000教室突破を目指して、全
国展開を進めています。『MEIKO 
MUSE』の広がりが高校生の在籍数
増にもつながっていくでしょう。明
光義塾の教育理念である「個別指導
による自立学習」をさらに推進して
いく上で、『MEIKO MUSE』が大き
な力になってくれるものと期待して
います。

明光義塾では、昔ながらの人あり
きの教育、その上での映像学習に意
味があると考えています。映像コン
テンツそのものにも自信を持ってい
ますが、そこにプラスする形で、教
育のプロが個別指導できめ細やかな
フォローを行なうという部分は、他
社さんに比べて大きな強みではない
でしょうか。

導入前の課題
・運営する明光義塾において、さらにレベルの
　高い大学受験体系を整えるため、よりトータル　　
　なシステムを導入したい。
• 高校生向けの映像学習システムを開発したい
　が、独自システムをゼロから作ると時間も経費
　もかかり、既存システムだとの自社の使い方に
　マッチしない。

導入を決めた理由
・使い勝手や機能、インターフェースに至るまで、
　細かい要望にも応えてもらった。
• 結果的に、明光義塾ブランドの映像学習を完成
　させることができた。

株式会社明光ネットワークジャパン 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/1961/
2015.02.25
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デジタルハリウッド株式会社 様
通学講座と同じ教育効果を！専門技術を“質の高いオンライン教育”で。
～ますます拡がる活用用途。リアルな教室授業にもeラーニング～

大学、大学院、専門スクールに加え、グラフィックデザインやWeb、CGを自宅に居ながら学べるオンラインスクールを経営されているデジタルハリウッド様。

オンラインスクールの立ち上げのために導入されたeラーニングが、今や大学や専門スクールでも取り入れられ、“動画教材活用業”としてのビジネス展開も進

んでいるといいます。

クリエイティブ人材の育成に多角的に取り組まれている同社にてeラーニングはどのような役割を担っているのでしょうか？

オンラインスクールの運営を担当されているまなびメディア事業部の事業部長 猪野氏にお話を伺いました。

猪野 祥仁  氏

デジタルハリウッド株式会社
まなびメディア事業部

事業部長　

－弊社のeラーニングシステムを導
入されオンラインスクールを立ち上
げられたのは2006年のことですね。
eラーニングの導入に至るにはどの
ような背景があったのでしょうか。

－WebデザインやCGを学べるオン
ラインのサービスはここ最近増えて
きていますが、デジタルハリウッド
のオンラインスクールにしかない特

実際にリアルの学校（大学・大学
院・専門スクール）を運営しており、
その通学制の学校と同じ教育効果を
追求しているという点が大きな特長
であり、他にはない強みだと思いま
す。
例えば、ライブ授業。オンデマン
ド配信の動画授業でわからなかった
ことを講師に直接質問したり、講師
側からは一人ひとりに合ったアドバ
イスや業界の最新動向などをお伝え
できる場としてライブ授業も充実さ
せています。「一人で学ぶのは不安」
というような方にも、ペースメーカー
的に使えて好評です。
また、受講生同士が作品や課題を
見せ合えるプレゼンエリアという機
能もあります。お互いの作品を見せ
合い意見を交わすことで良い刺激に
なりますし、講師からのコメントや
アドバイスももらえます。これも実
際の教室で行っていることをそのま
まeラーニング化したものと言える
でしょう。
それから、何といっても動画教材
には大変こだわっています。

－動画教材へのこだわりとは？
動画教材は一度作れば終わりでは
なく、頻繁に見直しをかけ更新して
います。カラー知識やタイポグラ
フィといった普遍的な内容は別とし
て、作った動画教材をそのまま1年
以上使うということはほぼありませ
ん。ソフトのバージョンが変われば
作り直しますし、受講生目線で少し
でもわかりにくいと思ったら作り直
します。
我々は大学やスクールを運営して
いますが、その教員イコール“現役
のクリエイター”でもあるというの
が大きな特長です。ですから、彼ら
が「今はこういう作り方をしていま
す」「現場ではこれがトレンドです」
というのであればそれを反映させな
いことには商品価値がありません。
そこに非常に力を入れています。

－なるほど。そこも「通学制の学校
と同じ教育効果を」という部分なん
ですね。
もちろん、そのためには使い勝手
の良いシステムの存在が大前提。デ
ジタル・ナレッジさんのeラーニン
グシステムは安定していて使いやす
い点が良いですね。

デジタルハリウッドはクリエイ
ターを育成する日本初の産学協同デ
ジタル専門スクールとして1994年
にスタートしました。その後、我々
の得意とするデジタルコミュニケー
ション領域の教育を、より幅広い年
齢層の方へいろいろな手段で届けた
いという思いがあり、2004年に大
学院を、2005年に大学を開設しま
した。
その大きな流れの中で、遠方にお
住まいの方やさまざまな事情で通学
が難しい方のために開設したのがオ
ンラインスクールです。そういった
意味では昨今のeラーニングブーム
のようなものではなく、純粋に我々
の持つ教育をより多くの方に届ける
ための手段としてeラーニングが必
要でした。

長とは何でしょうか。

スクール
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

デジタルハリウッド株式会社 様

－オンラインスクールの受講生には
どんな方が多いですか？
もともとはオンラインスクールの
ために導入されたeラーニングの仕
組みが、大学や専門スクールでも使
われるようになってきました。大学
では学生全員が一部の授業をeラー
ニングで受けていますし、専門スクー
ルではクラス授業とオンライン授業
を併用して学べるスタイルになって
います。いわゆるハイブリッド学習、
ブレンデッドラーニングです。

主婦の方、フリーランスを目指さ
れる30代半ば以降の男性が多いで
すね。受講生は全国各地から集まっ
ていて、卒業生は2万人を超えまし
た。卒業後は主婦から起業される
方、地方に住みながらフリーランス
で活躍されている方も多数いらっ
しゃいます。地元で家族と暮らしな
がら月数十万も稼ぐというのはひと
つの成功例ですよね。そういった新
しい働き方につながるのがオンライ
ンスクールの魅力だと思います。

－10年以上eラーニングを実践して
こられた間、なにか変化はありまし
たか？

－リアルな教室の授業でeラーニン
グを使うメリットは？ 
「一人ひとりにあった授業」を提
供できる点です。学生にはいろいろ
なレベルの人がいますから、教室で
先生が何十名をいっせいに教えるの
は必ずしも効果的ではありません。

eラーニングなら早く進める人はど
んどん先へ、ゆっくりの人は何度で
も繰り返し動画を見るなど、自分の
ペースで学ぶことができます。
その間、教員は学生たちの間を歩
き回り、つまずいている学生のサポー
トをしたり、逆に先に進んでいる学
生には応用や個人個人の希望・進路
に沿った学習内容を指導したりしま
す。
教育において本当に重要なのは
ツールを使えるようになることでは
なく、そのツールで“なにを作るか”
だと考えています。ですから、ツー
ルの使い方は動画教材で個別に学
び、その先の応用や実践的なスキル
の習得に先生は注力する。そういっ
た環境作りにもeラーニングは欠か
せません。弊社が提供している対面
型の学校・授業においてもeラーニ
ングは大きな成果を上げています。

－そういった使い方はeラーニング
導入当初から想定されていました
か？
まったく考えていませんでした。
使っていくうちにどんどん活用範囲
が拡がってきたというのが正直なと
ころです。例えば専門スクールの全
国展開を考えたとき、以前ならその
土地その土地で先生を確保する必要
がありましたが、地方の場合、一か
ら十まで教えられる先生を探すのは
なかなか大変でした。ところがそこ
にeラーニングを持ってくるとその
課題がクリアになり、全国どこでで
もスクール運営が可能ということが
分かってきました。実際にeラーニ
ングを取り入れたことで専門スクー
ルの全国展開が一気に進み、北は北
海道から南は沖縄まで、全国約20
校を展開しています。

－今後の展望をお聞かせください。
まなびメディア事業部としては、
オンラインスクールを主軸に“動画
教材活用業”を進めていきたいと考
えています。
他の専門学校や大学に、我々がも
つ豊富なクリエイティブ領域の動画
コンテンツを提供したり、魅力的な
授業や面白いコンテンツをお持ちの
学校様のeラーニング化を推進した
りといったようなことです。
ひと昔前は教育現場にeラーニン
グを導入する際は「eラーニングと
はなにか？」という説明からしなけ
ればいけませんでした。今はもうそ
ういうことはありません。むしろe
ラーニングに対する追い風は強まっ
ているように感じます。eラーニン
グや動画教材をフックにしたビジネ
ス展開には大きな可能性があると思
います。

－eラーニングの可能性はこれから
も拡がっていきそうですね。
学校が抱える課題やニーズは様々
です。授業についていけない学生が
多いという学校もあれば、逆にうち
では教えられないくらい優秀な学生
がいて彼らに適したeラーニングを
提供したいという学校もあります。
また、学校に来なくなってしまった
子のドロップアウト率を下げる対策
としてeラーニングを役立てたいと
いうニーズもあります。共通してい
るのは「教育現場で困っていること
にeラーニングを充てる」という視
点です。完全個別学習という言葉が
ありますが、一人ひとりにあった最
適な学習を提供するうえでeラーニ
ングが果たす役割は大きいと考えて
います。

とくに管理機能は活用していま
す。学習継続率や動画視聴率といっ
た学習履歴が取れますので、「○○
さんが最近授業を見ていない」「こ
のあたりでくじけやすい傾向がある」
など、データに基づいた受講生への
フォローに役立てています。

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/9533/
2016.09.02
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大手前大学 様
都心にサテライト校、JMOOC活用プロモーション
――右肩上がりに学生数を伸ばす通信制大学の挑戦

大学を取り巻く社会情勢が厳しく変化するなか、ひときわ異彩を放っているのが、右肩上がりで学生数を伸ばす兵庫県の大手前大学 通信教育部です。同部部長 

浦畑氏へのインタビューで見えてきたのは、確かな教育力と魅力的な講座展開に裏打ちされた、数々の新しいチャレンジでした。全国展開、さらには海外をも見

据えた東京サテライト校設置やJMOOCを活用した学生募集――先進的な取り組みに込められた想いと今後の展望をお聞きしました。

浦畑 育生  氏

大手前大学
通信教育部長・CELL 教育研究所長・工学博士

現代社会学部 教授　

－弊社の「大学サテライト校支援
サービス」のご利用により、東京に
サテライト校を構えられました。ま
ずは、そのきっかけからお聞かせい
ただけますか？

－ネット環境やプロジェクタなどを
完備した教室やセミナールームなど
をご提供しております。こうした設
備をどのように使われていますか？

＊サテライト校は2017年3月をもって終了しています。

通信制大学にはeラーニングに加
えてスクーリングという対面授業が
ありますが、全国展開を考えたと
き、本学のある兵庫県まで来て頂く
のは大きなネックになると考えまし
た。そのため、東京にスクーリング
拠点を構えたいというのがそもそも
のきっかけでした。
デジタル・ナレッジさんには本学
の通信教育部の立ち上げの時からお
世話になっていましたのでご相談し
ましたところ、アクセス抜群の秋葉
原の本社ビルにてサテライト校支援
をされているとお聞きし、すぐに利
用を決めました。

－サテライト校でスクーリング等を
開催するにあたり苦労された点は？
日程をお伝えするだけで整備され
た教室・設備を使用できるので、苦
労は全くありません。設備だけでな
く、デジタル・ナレッジのスタッフ
の方に受付などをお任せできるので、
本来なら本学から人を2人、3人と
出さないといけないところ、1人だ

ど使用しています。
もうひとつは、説明会会場とし
ての使い方です。パンフレットや
Webサイトを見るだけでなく直接
尋ねたいという方向けに学校説明会
を行っておりますが、関東圏におけ
る説明会をここで開催させていただ
いております。単なる説明会ではな
く、東京の先生方を講師に招き心理
学や日本語教育などに関する講演会
を行ったりもしています。この講演
会をきっかけに本学に興味を持って
下さる方も少なくありません。
また、関東在住の先生方との打ち
合わせにも使用しております。通信
教育ですから東京の著名な先生方に
参加して頂くことが可能なわけで、
そういった方々との打ち合わせにも
大変便利が良いです。わざわざ本学
のある兵庫県まで来ていただく必要
がありませんからね。

－東京にサテライト校を作られてか
らなにか変化はありましたか？

－海外にもそんなに学生さんがい
らっしゃるのですか。

出願者数が約2.5倍に増えました。
サテライト校を作る前は関東圏の学
生はほぼゼロでしたが、現在は都道
府県別学生数の第3位が東京です。
今やすべての都道府県から入学・受
講いただいておりますし、海外も
13カ国に学生さんがいらっしゃい
ます。

海外13カ国に在住の数十名の日
本人学生がeラーニングで勉強され
ています。この数は現在国内1位で
す。ここには日本語教育をスタート
させたという背景があります。海外
在住で日本語を教えてほしいという
需要がある、そうした方のためにe
ラーニングのみで日本語教員養成課
程を修了できるカリキュラムの提供
を開始しました。とくに宣伝はして
いないのですが、海外の日本人の受
講率が伸びまして、この厳しい状況
のなか、毎年新入生を増やすことが

ここには1階に設備の整った素晴
らしい教室がありますし、8階にも
大きなセミナールームがあります。
そこでスクーリングを行うというの
が主な使い方です。年間20日間ほ

けで説明会が開催できています。都
心での学生募集イベントを最小限の
人員・労力で開催、運営でき、本当
に助かっています。

大手前大学 様

大学
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

－地方大学が東京にサテライト校を
持つメリットや意義に関して、どの
ようにお考えですか？
全国展開を行ううえで、東京に拠
点があるのとないのではまったく
違ってくると実感しています。国内
全般、そして海外をも見据えた通信
事業展開を目指している我々として
は、日本の中心である東京に拠点を
構えることは必要不可欠でした。
また、単なる場所の貸し借りだけ
でなく、東京にサテライト校を持つ
ことで教育に関する旬の情報に触れ、
そこからビジネスチャンスにつなが
る機会を頂けたことも大きなメリッ
トでしたね。

－たとえば、JMOOC・gacco活用
によるプロモーションのことでしょ
うか？

－gaccoで授業配信を行う目的は何
ですか？

その通りです。ご存知の方も多い
かと思いますが、2014年にgacco
が開講した当初、5～6校の大学の
授業配信からスタートしました。東
京大学の日本史の授業はとくに有名
ですね。そのほか、慶応、早稲田、
北海道などそうそうたる大学が名を
連ねるなか、大手前大学も5番手で
したか、そこに入れて頂いたんです。
普通だったら絶対に無理ですよ。そ
こをデジタル・ナレッジさんの力で
実現して頂いた。それはもう本当に
加速度がつきましたね。

まずは大手前大学の名前をひろく
知ってもらうということですよね。
当時大きなニュースにもなりました
が、東大の日本史の授業は初回受講
者だけで約2万人でした。もし早い
段階でJMOOCに講座を載せること

ができれば、多くの方に大手前大学
のことを知ってもらえるチャンスに
なると考えました。実際、本学の講
座には7,000名もの方が受講登録さ
れ、そのうち2,000名の方に受講し
ていただくことができました。

－受講者の皆様の反応はいかがでし
たか？

－プロモーションや学生募集といっ
た面から見ても手応えはありました
か？

－通信制大学としての将来像や目標
をお聞かせください。

－どのような講座を中心に展開され
ていますか？また、どのような需要
があるとお考えですか？

－最後に、eラーニングやJMOOC
に期待すること、あるいはご要望が
あればぜひお聞かせください。

川本皓嗣名誉教授による『俳句－
十七字の世界－』という講座を配信
したのですが、満足度が非常に高
く、当時開講されていた講座の中で
修了率が1位という結果でした。「川
本先生から学べたのは幸せだった」
といったお声を方々から頂戴しまし
たし、本学の名前、そして教育力を
知ってもらう良い機会となりました。

わずか1 ヶ月足らずの募集期間で
2,000名もの受講者を集めることが
できた、この意義は大きかったと思
います。これまでの学校広報や学生
募集では考えられなかったことで
す。大手前大学の名前を見たことも
聞いたこともないという方がほとん
どだったと思いますから、そういっ
た意味でも宣伝効果は絶大でした。

今、全国№１の通信制大学の学
生数が約1万人ですから、まずは学
生数1万人、つまり№１を目指した
いですね。2015年春の時点で本学
は通信制大学の中で14位でしたが、
右肩上がりに学生数を伸ばしており、
おそらく2016年度にはベスト10入
りするはずです。関西の学生はあま
り増えておらず、これからの学校広
報、学生募集は間違いなく関東圏が

心理学と日本語教育を2大柱とし
ています。また最近では、通信制高
校の卒業生や高校卒業後働いている
方、大学を中退したがやはり大学卒
業資格がほしいというような若年者
入学が増えています。これがおそら
く3本目の柱になり得ると考えてい
ます。

JMOOCに関しては、今は一つひ
とつの講座が単品ですが、もう少し
コース化やパッケージ化が進み、そ
れを大学が単位として認めたり就職
時に評価されたりといったことが実
現できれば、より価値あるものにな
りますよね。海外のように日本で
もさらに活用が進むでしょうから、
gaccoの今後の展開に期待していま
す。
また将来構想としては、eラーニ
ングによる大学院をスタートしたい
と考えております。海外にいながら
学べる日本の大学院、しかもeラー
ニングのみで学べて卒業できる大学
院は需要があるのではないでしょう
か。MBAの大学院はたくさんあり
ますが、日本研究や比較文化といっ
た切り口での修士号、博士号もマー
ケットが大きいのではないかと考え
ています。ともあれ、eラーニング
は非常に大きな可能性を秘めていま
すから、本学としても十分に活用し
ていきたいですね。

中心になるでしょう。そういった意
味でも、サテライト校の果たす役割
は重要です。

できている状況です。

大手前大学 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/6676/
2016.04.05
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学校法人　西野学園 様
eラーニングは
教育を変えていく重要な要素

西野学園は札幌市に本部があり、昭和40年4月に開園した「西野桜幼稚園」を母体とした医療・福祉・科学の5つの専門学校と２つの幼稚園から構成される学校法人。

2005年4月より学内インフラとしてグループウェア型のｅラーニングを導入されています。同校の情報化推進の取り組みについて、お話を伺いました。

－eラーニング導入の背景と主要目
的を教えてください。また数値的な
目標などはありますでしょうか？

－システム導入までのプロセスはど
のようなものだったのでしょうか。

－導入されたシステムの選定理由を
お聞かせください。また、導入前に
不安だった点はどのようなものだっ
たでしょうか？

－実際にASPを導入してみて予想
外だった点などはありましたか？ま
た、どのように対処されたのでしょ
うか。

－現在の運用体制を教えてくださ
い。

今回の看護通信課程で導入した背
景には、様々な現場経験を持つ準看
護師の方々に実際の医療現場で対処
する基礎的スキルを持ってもらうた
めに導入しました。対象者の年齢層
が比較的高いので、まずはインター
ネット利用者のうち60％以上の方
に利用して頂くことを目指していま
す。

まず現場でeラーニングを取り入
れたいという要望があがり、2005
年4月から基本設計を開始しました。
LMS（ラーニングマネジメントシス
テム）の仕様やテストコンテンツ作
成は同年7月のうちに完成していま
したが、しばらく紆余曲折があり、
最終的に以前から調べていたデジタ
ル・ナレッジ社に声をかけ、2006
年の4月からのサービス立ち上げに
協力依頼しました。

システム導入にあたっては機能面
で欲を言い出すときりがないので、
ある程度の基準を満たしていればよ
いと考えました。ただ、サーバー等
のハード管理をどうするかが課題で
したので、ASP（アプリケーション
サービスプロバイダ）を利用するこ
とにより、ハード管理を軽減できる
点が魅力でした。
また、コンテンツに関してどの程

学内にエンジニアを抱えてシステ
ムを運用するということは現実的で
はありません。システム運用面で技
術的な心配のないASPを選択したこ
とで、コンテンツ運用に集中できる
点はプラスであったと考えています。
予想外ということではないですが、
やはり大変なのはコンテンツ制作だ
と受け止めています。アイディアは
出てくるのですが、それをどのよう
にコンテンツとして表現していくか
に腐心しています。最初はコンテン
ツ制作上の制約も理解しきれていな
い点もあって苦労しましたが、テン
プレートを用意して原則としてそれ
にそって作成していくことで対処し
ました。

看護通信課程の職員が中心となっ
て運用し、全体の管理を情報化推進
プロジェクト担当者が行なっていま
す。コンテンツは大まかなストー
リーや素材は現場の職員が作成し、
ビデオやナレーションの取り込みは

看護通信課程の職員が中心となっ
て運用し、全体の管理を情報化推進
プロジェクト担当者が行なっていま
す。コンテンツは大まかなストー
リーや素材は現場の職員が作成し、
ビデオやナレーションの取り込みは
デジタル・ナレッジ社と協力して行
なっています。

－現在の運用体制を教えてくださ
い。

度の内容のものを何本くらい作成し
てゆけるか予測がつきにくく、コン
テンツ作成の度に多額の費用がかか
りすぎるのは困ると考えていました。
その点、デジタル・ナレッジ社提供
のLMSには簡単にコンテンツが作
成できる機能が標準で装備されてお
り、費用を抑えながらコンテンツを
充実させていきたい導入側にとって
メリットとなると考えました。

デジタル・ナレッジ社と協力して行
なっています。

－どの程度の受講者がeラーニング
を利用しているのですか？
現在、アクセス率としては、全
体数の30％強の利用者です。今後、
これを60％まで引き上げていきた
いと考えています。

－現在の御校においてeラーニング
はどのように位置づけられておられ
るでしょうか？
教育を変えてゆく重要な要素であ
ると位置づけています。また、eラー
ニングにより緻密な教育内容を提供
していくこともできると考えていま
す。学園が推進している「教育力」
と「経営力」の両方を改革し向上さ
せるものと捉えています。

学校法人　西野学園 様

専門学校
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デジタル・ナレッジのWebサイトに掲載されているコンテンツを掲載しています。
URL：
掲載時期：

コンテンツ

働きながら看護師を目指す多くの
准看護師の皆さんには、eラーニングでの
学習が最適。

ポイントとなる部分を動画で解説

受講者にわかりやすいよう、スライドのテ
ンプレートにそってコンテンツを作成。
全体を通して統一感のある教材となってい
る。

初心者の方はじっくり、ベテランの方はポ
イントだけを押さえて次に行けるよう、構
成を工夫

－最後に、eラーニングの導入にあ
たって成功要因は何だとお考えかお
聞かせください。

－今後の展望をお聞かせください。
まずは現在のコースを完成させ、
次のステップとして国家試験の対策
用のコンテンツを開発していくこと
を予定しています。

精神論に近い考え方かもしれませ
んが、可能性は広く大きいのでまず
は常に前向きに取り組むことだと思
います。また、立ち上げには必ず
様々な問題が生じるので、良いパー
トナーとの協力関係が必要です。そ
して、eラーニングの活用の仕組み
を常に意識して改善していくことで
しょうか。コンテンツを常に発信し
ていく作成力も重要な要因と考えま
す。

学校法人　西野学園 様

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/733/
2014.01.07




